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 人権ふれあい月間、始まります  
 まだまだ夏の暑さが感じられた９月を経て、朝晩肌寒く感じる日が増えてきました。子ども達は

秋の校外学習を終え、毎日の学習や運動に加え、来月の音楽会に向けて日々の練習をがんばってい

ます。また、先月はご多忙の中「オープンスクール（親子人権学習）」に多数ご参加いただき、誠

にありがとうございました。人権とは何か、友だちとのかかわりで何が大切なのかなど、それぞれ

がじっくりと自分の気持ちと向き合うことができました。今月は人権ふれあい月間です。クラスや

学年を越えて子どもたちの関係がさらにあたたかいものになるように、引き続き支援してまいりま

す。 

 さて、今月は「町探検」を予定しています。教師が引率のもと、自分たちが住む校区にどんな場

所があるか、どんな方々が働いているのかなどについて学習していきます。そして、自分たちの校

区に親しみや愛着がわくように進めてまいります。それぞれが地域のよさに気づき、自身の学びが

深まるように、今月も全力で取り組んでまいります。引き続き、ご支援のほどをよろしくお願い申

し上げます。 

 

 

《１０月の行事予定》  

   

      

    ３日（月）   じんけんふれあい月間（～３１日まで） 

    ５日（水）   全校朝会 

  １０日（祝）    スポーツの日 

      １１日（火）    読書週間（～１７日まで） 

  １２日（水）    フレンズ班活動 

      １３日（木）    本の読み聞かせ会 

  １８日（火）    校内研修会 ※５校時下校になります。 

      １９日（水）    児童集会 

  ３０日（日）    ＰＴＡ奉仕作業 
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《１０月の学習予定》   
   

  こくご         「お手紙」「主語と述語に気をつけよう」 

       「秋がいっぱい」「そうだんにのってください」 

                                  「かん字の学しゅう」 

  さんすう   「しきと計算」「かけ算」 

     せいかつ       「せかいでひとつ わたしのおもちゃ」「町たんけん」 

     おんがく   「音がく会にむけて」 

  ずこう        「ひみつのたまご」 

  たいいく       「マットやとび箱をつかった運動あそび」「はばとび」 

  どうとく       「おじいちゃんのふえ」「三びきは友だち」「からすのえんどう」 
 
 

《お知らせとおねがい》 
①九九カードの記名について 
算数科で「九九の学習」がはじまります。九九カードを持ち帰らせますので、お手数ですがケースとカード 1

枚 1 枚にお名前の記入をお願いします（シールなどで対応していただいても結構です）。紛失などに備えて、

どなたのものかが特定できますようにご理解とご協力をお願いします。 
 
②水筒（水分補給）について 
今月より、水筒の中身は「お茶のみ」とさせていただきます。本数につきましては複数お持ちいただいて構い

ません。また、水筒の中身がなくなりお困りの場合は、引き続き保健室のペットボトルで対応します（その際

は同じ容量のペットボトルを後日ご持参ください）。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

③親子学年行事「町探検」について 
今月と来月中旬から下旬に、それぞれ生活科での「町探検」を計画しています。探検する校区は「大村」方

面、「加佐」「平田」方面の２回を予定しています。平日での実施となりますが、道中の見守りや一緒でのご

参加など、ご協力いただける保護者の方を募集します。詳細につきましては改めて書面にてお知らせします。 

 

④材料準備のおねがいについて 
生活科で『せかいでひとつわたしのおもちゃ』という学習をします。教科書（下）５８～６９ページをご参考に、

いろいろな材料を集めておいてください。実際に使用するものは、子どもたちが計画をしてから決定します

（すべて使用しない際はご了承ください）。材料をお持ちいただく日は、改めて連絡帳にてご連絡します。ご

理解とご協力をよろしくお願いします。 

 ≪材料の例≫ 牛乳パック、ペットボトル、うちわ、ティッシュケース、アルミホイルやトイレットペーパーの芯、 

              プラスチックカップ、プラスチックトレイ、ペットボトルキャップ、お菓子の空き箱、紙皿など 

 

⑤秋の読書週間について 
今月 11日（火）から 17日（月）まで、「第２回読書週間」を実施します。図書館で本を借りたり、親子で読

みきかせを行ったりと、読書の魅力に触れる機会の一助となりますよう、ご協力をよろしくお願いします。 

 

⑤ＡＩ型学習ドリルについて 
子ども達の個別最適化された学びの実現のため、従来のタブレットドリルに加え、新しいＡＩドリルを今月より

活用していく予定です。子ども達の学びの手段のひとつとして、取り組んでまいります。 


